
出典：資源エネルギー庁 省エネウェブサイト、環境省 デコ活ウェブサイトより引用

近年、地球温暖化の影響により、近年、猛暑や大雨などの異常気象が増え、私たちの暮らしや自然

環境にさまざまな影響が出ています。

自然と健幸を未来へつなぐ、
みんなで創る脱炭素のまち

暮らしの中でできることから取り組んでみましょう！！
木のイラストは、杉の木が1年間に吸収するとされるCO₂量を基にした本数です。

知っておこう！ぎふエコアクション

ぎふエコアクションは、2050年「脱炭素

社会ぎふ」の実現に向けて、県民の行動変

容やライフスタイル転換を促進する岐阜県

の取組です。

県内の家庭を対象に、省エネ行動

による二酸化炭素排出削減量を見え

る化する専用サイトを運営するととも

に、啓発イベント「ぎふエコアクション・

キャラバン」の実施や、省エネ・脱炭素

に関する啓発動画の配信などを行っ

ています。
出典：岐阜県HP

揖斐川町地球温暖化対策実行計画（区域施策編） ー概要版ー 2026 年 １ 月

揖斐川町役場 住民生活課

揖斐川町地球温暖化対策実行計画 （区域施策編） 概要版

※ CO₂削減量は年間通しての参考値です。生活形態や条件などで異なります。
※ 杉の木1本あたりのCO₂吸収量は、林齢約40～50年のスギ人工林が1年間に吸収するとされる約14kg-CO₂/年を目安として換算しています。

実際の吸収量は、樹齢・生育条件・地域・管理状況等により異なります。

照明器具をLEDに
変えよう

年間 29.2 kg-CO₂削減

杉の木
約2本分

使っていない部屋の電気は
こまめに消そう

年間 ５．３ kg-CO₂削減

杉の木
約0.4本分

冷蔵庫にものを詰め込み
すぎなようにしよう

年間 21.4 kg-CO₂削減

杉の木
約1.5本分

部屋を片付けてから
掃除機をかけよう

年間 ２．７ kg-CO₂削減

杉の木
約0.2本分

年間 １２．４ kg-CO₂削減

テレビを見ないときは
消そう

杉の木
約0.9本分

シャワーや水道は
使ってないときは止めよう

年間 ２８．７ kg-CO₂削減

杉の木
約2本分

近所は徒歩か自転車で
移動しよう

年間 ２．４ kg-CO₂削減

杉の木
約0.2本分

食べ残し・食品ロス
削減に取り組もう

年間 ４．２ kg-CO₂削減

杉の木約
0.3本分

ごみの分別を徹底しよう

年間 ３０６．４ kg-CO₂削減

杉の木
約22本分

エコドライブを実施しよう

年間 １２４．４ kg-CO₂削減

杉の木
約9本分

■住宅改修奨励金制度の創設［平成２４（2012）年］（窓改修・断熱改修など、省エネ改修工事への助成）

■揖斐川町地球温暖化対策実行計画（事務事業編）の策定［平成26（2014）年］

■公用車への電気自動車の導入［令和５（20２3）年・令和６（2024）年］

■揖斐川町「ゼロカーボンシティ宣言」［令和７（2025）年］

2050年までに二酸化炭素の排出量の実質ゼロを目指す「ゼロカーボンシティ宣言」を、「いび川

農業協同組合」、「揖斐川町商工会」、「揖斐郡森林組合」の３機関と共同宣言

■ペットボトルtoペットボトル水平リサイクル［令和７（20２５）年］

これまでの揖斐川町の取り組み

揖斐川町ゼロカーボンシティ宣言調印式 出典：脱炭素ポータル

二酸化炭素の排出量

と、森林などの吸収量

を均衡させ、その排出

量を「実質ゼロ」にする

こと。

カーボンニュートラル

とも言います。

ゼロカーボンとは

令和８（2026）年度 ― 令和12（2030）年度

「揖斐川町地球温暖化対策実行計

画（区域施策編）」は、こうした地球温

暖化の問題に対応するため、町民・事

業者・町が一体となって取り組む方

向性をまとめた計画です。

本計画では、二酸化炭素の排出を

減らす取組（緩和策）と、気候変動に

よる影響に備える取組（適応策）を両

輪として進め、持続可能で安心して

暮らせるまちづくりを目指します。
出典：気候変動適応情報プラットフォーム

「揖斐川町地球温暖化対策実行計画」とは

地球温暖化と適応策、緩和策の関係



省エネルギー対策の推進基本方針 １

目標達成に向け地球温暖化対策を行いながら、地域課題の同時解決を目指し、
SDGs（持続可能な開発目標）の実現を図ります！

【貢献するSDGs】

地域資源を活かした脱炭素の推進基本方針 ２
【貢献するSDGs】

総合的な地球温暖化対策基本方針 ３
【貢献するSDGs】

□暮らしにおける省エネルギー対策

住宅の省エネ促進/省エネ設備・機器の導入促進/エ

ネルギー消費量・省エネの見える化の促進/脱炭素型

ライフスタイルへの移行促進

出典：環境省 「デコ活」より

出典：岐阜県HP「ぎふ食べきり運動推進冊子」

計画の目標

揖斐川町は、二酸化炭素排出量を2030年度までに2013年度比で

50％削減 を目指します。
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二酸化炭素排出量実質ゼロ
  （カーボンニュートラル）
の実現を目指します。

50％削減

計画の位置づけ
本計画は、「地球温暖化対策推進法」第19条第２項に基づく「地方公共団体実行計画（区域施策編）」、

「気候変動適応法」第12条に基づく「地域気候変動適応計画」に相当します。

国や県の計画と整合を図るとともに、庁内の他の計画とも連携し、計画を進めていきます。

□公共施設等の再エネ導入と地域資源の活用

公共施設の再エネ活用検討

□事業活動における省エネルギー対策

建築物の省エネ促進/省エネ設備の導入促進/エネル

ギー消費量・二酸化炭素排出量の見える化の促進/ス

マート農林業の推進/脱炭素経営への移行促進

□地域における省エネルギー対策

公共施設の省エネ化推進/次世代自動車の導入促進/

公共交通等の利用促進/コンパクトな脱炭素型まちづ

くりの推進

□町内の再生可能エネルギー適正管理

小水力発電設備の適正な運用と維持管理の徹底/地

域との調和を重視した太陽光発電システムの導入促

進/EV充電インフラの整備と防災拠点としての活用

□吸収源対策

森林資源の活用/地域ぐるみの森林保全活動の推進/緑化・美化活

動の拡充

□ごみの減量化・資源化の促進

分別収集とリサイクルの徹底/食品ロス削減とごみ減量行動の推進

□基盤的施策の推進

学校・地域での環境学習の推進/協働による推進体制の整備/計画

の進行管理と評価の実施/情報発信と人材育成の推進

□気候変動への適応

農業の対策/水資源の対策/自然生態系分野の対策/自然災害分野

の対策/健康への影響対策/国民生活・都市生活分野の対策

※太字は重点対策

※太字は重点対策

2030年度までに

4,915 MWh/年

2050年度までに

23,589 MWh/年

再生可能エネルギー導入目標
（再エネ由来電力含む）

小水力発電 太陽光発電 EV充電設備

親和性の高い
再生可能エネルギー
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